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送
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野
菜
作
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は
げ
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さ
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（
八
十
五
才
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今「ゴミ」が危いP 

リ サ イ ク ル は ノ◆ 、つ 救
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た0 一般廃棄物、産業廃棄物、共に増えるいっぽうで処理場の確保もままならぬ 
ゴミによって、私達の生活も脅かされかねない。 
リサイクルすることが、もはや環境を維持してい〈ことの大前提なのかも？ 

五
月
号
で
、
ゴ
ミ
の
実
態
を
 

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
号
は
 

リ
サ
イ
ク
ル
効
果
・
役
割
の
高
 

い
も
の
と
し
て
、
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
 

ム
 
（
ア
ル
ミ
缶
）
を
取
り
上
げ
 

て
み
ま
し
た
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
 

ル
効
果
と
回
収
の
現
状
は
？
 

ア
 
ル
 
ミ
 
缶
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
再
生
の
面
 

で
優
れ
た
素
材
で
す
。
再
生
し
 

て
も
品
質
が
変
わ
ら
ず
、
何
回
 

で
も
再
生
利
用
が
可
能
 

そ
 

れ
が
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
な
の
で
す
。
 

こ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た
 

ア
ル
、
、
、
缶
に
は
、
「
軽
い
」
「
よ
く
 

冷
え
る
」
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
多
 

く、 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
飲
料
缶
 

再生にすく“れている 

／

 

一

 

＋

一

 

＼
 

、 

印昇リ力γ 

美しい 

の
容
器
の
九
六
％
以
上
を
、
 
ア
 

ル
ミ
缶
が
占
め
て
い
ま
す
。
 

（
日
本
で
は
三
二
％
)
 

省
ェ
ネ
効
果
ば
つ
ぐ
ん
の
 

ア
ル
ミ
ー
ー
ウ
ム
再
生
利
用
 

と
こ
ろ
で
、
 
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
 

の
こ
と
を
 
「
電
気
の
塊
」
と
か
、
 

「
電
気
の
缶
詰
」
な
ど
と
呼
ぶ
 

l

、 

，ー．一 
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、

1

1
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利 用 ） 
国各地で深刻な状況になってきまし 
など、このままい〈と捨てられた 
なのです。ゴミとの共存を目指し 

（ 資 源 再 
今や、ゴミ問題は、都市部だけに限らず全 

状態（既報）。さらに有害廃棄物の不法投棄 
もう、ゴミの排出を眺めているだけではダメ 

す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
系
の
ア
 

ル
ミ
製
品
は
業
者
な
ど
を
通
じ
 

て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ
ク
 

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

家
庭
の
な
か
で
の
ア
ル
ミ
製
 

品
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
チ
ョ
 
コ 

レ
ー
ト
な
ど
の
包
装
に
使
わ
れ
 

て
い
る
銀
紙
や
料
理
用
の
ア
ル
 

、
、
、
箔
な
と
、
回
収
が
困
難
な
も
 

の
を
除
け
ば
、
家
庭
か
ら
出
る
 

ア
ル
ミ
製
品
で
回
収
の
容
易
な
 

も
の
は
ア
ル
ミ
缶
で
す
。
 
つ
ま
 

り
ァ
ル
、
、
、
缶
の
回
収
を
進
め
る
 

こ
と
が
、
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
全
体
 

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
る
の
 土算餌 

（大字神崎、建設中の「金田公園」の近くの路上） 

の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製
錬
に
、
多
く
 

の
電
気
が
使
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
 
ア
ル
、
、
、
缶
な
ど
 

を
溶
か
し
て
再
生
す
れ
ば
、
新
 

た
に
ア
ル
、
、
、
ニ
ウ
ム
を
つ
く
る
 

の
に
比
べ
、
わ
ず
か
三
％
の
ェ
 

、
不
ル
ギ
ー
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

ァ
ル
、
、
、
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、
 

省
ェ
ネ
の
面
で
脚
光
を
浴
び
て
 

い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
 

省
ェ
ネ
効
果
を
実
際
の
デ
ー
 

タ
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
平
成
 

元
年
度
に
販
売
さ
れ
た
ア
ル
、
、
、
 

缶
入
り
飲
料
は
、
全
国
で
約
八
 

十
億
缶
。
こ
の
う
ち
四
二
・
五
 

%
（
約
三
十
四
億
缶
）
が
回
収
 

さ
れ
、
再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
結
果
節
約
で
き
た
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
京
都
と
群
馬
 

県
の
合
計
約
五
百
四
十
三
万
世
 

帯
が
ー
カ
月
で
使
う
電
力
の
量
 

に
相
当
す
る
の
で
す
。
 

諸
外
国
と
比
べ
て
も
 

低
い
回
収
率
 

省
資
源
に
も
省
ェ
ネ
ル
ギ
l
 

に
も
有
効
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
 

リ
サ
イ
ク
ル
を
、
今
後
、
よ
り
 

一
層
進
め
て
い
く
う
え
で
、
私
 

達
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
 

ょ
う
か
。
 

ご
存
知
の
よ
う
に
、
 
ア
ル
ミ
 

ニ
ウ
ム
は
缶
に
限
ら
ず
、
 
サ
ッ
 

シ
や
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
、
電
 

線
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
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で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
 
こ
の
ア
ル
ミ
缶
 

の
回
収
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
 

の
が
現
状
で
、
回
収
率
を
諸
外
 

国
と
比
べ
て
も
、
 
ア
メ
リ
カ
の
 

約
六
〇
％
に
対
し
、
日
本
は
四
 

二
％
と
遅
れ
て
い
ま
す
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
徹
底
の
た
め
 

回
収
活
動
を
 

そ
れ
で
は
、
 
ア
ル
ミ
缶
の
回
 

収
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
 

る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
現
在
 

次
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
 

の
事
情
に
あ
っ
た
方
法
で
、
 

積
極
的
に
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
 

に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
 

〔
分
別
回
収
〕
 

可
燃
ゴ
ミ
、
不
燃
ゴ
ミ
に
 

分
け
て
い
る
よ
う
に
、
特
別
 

に
ア
ル
、
、
、
缶
を
分
け
て
集
め
 

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
収
集
 

日
や
時
間
な
ど
を
よ
く
確
認
 

し
た
う
え
で
、
 
ル
ー
ル
に
従
 

い
、
計
画
的
に
出
す
こ
と
が
 

必
要
で
す
。
 

〔
集
団
回
収
〕
 

子
供
会
や
学
校
の
P
T
A
 

婦
人
会
な
ど
で
、
資
源
回
収
 

業
者
の
協
力
の
も
と
に
行
わ
 

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
独
自
 

に
回
収
場
所
や
回
収
日
時
を
 

決
め
、
回
収
業
者
に
ア
ル
、
、
、
 

缶
を
買
っ
て
も
ら
う
と
い
う
 

も
の
で
す
。
そ
の
お
金
を
、
 

空きびん・空き缶の行方は 
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I さきざ誓 
アルミ製品に ※I滋石に 

つかないもの ～ 

G スチール缶に製塗夫工場蒸ゆ 

※I5蕊石に 

つくもの 
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会
の
運
営
資
金
や
寄
付
金
な
ど
 

に
充
て
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
 

よ
う
で
す
。
 

。 

ま
た
、
 

ス
ー
。
ハ
ー
や
ア
ル
、
、
、
 

工
場
な
ど
で
も
回
収
を
行
っ
て
 

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
 

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
し
て
い
 

る
団
体
、
こ
れ
か
ら
、
と
考
え
 

て
い
る
み
な
さ
ん
、
 
ア
ル
、
、
、
缶
 

リ
サ
ィ
ク
ル
の
こ
と
な
ら
何
で
 

も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
 

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
 

を
こ
利
用
下
さ
い
。
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（
写
真
は
、
四
月
二
十
九
日
、
 

直
方
市
遠
賀
川
河
川
敷
で
開
か
 

れ
ま
し
た
ガ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
 

ア
ガ
で
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
コ
 

ー
ナ
ー
で
の
も
の
。
 

ア
ル
、
、
、
と
ス
チ
ー
ル
の
差
は
、
 

磁
石
に
よ
っ
て
、
く
っ
 
つ
く
の
 

が
ス
チ
ー
ル
。
 
ア
ル
、
、
、
は
く
っ
 

つ
か
な
い
。
そ
し
て
、
 
ア
ル
、
、
、
 

缶
は
、
 

ペ
チ
ャ
ン
コ
に
つ
ぶ
し
 

て
か
ら
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
。
）
 

まちづくり月間 


